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グ

ロ
ー
バ
ル
本
人
材
の
育
成
、
視
野
―
。
教
育
分
野
で

「世
界
的
な
」
を
意
味
す
る

「
グ
ロ
ー
パ
ル
」
と
い
う
言
葉

が
頻
繁
に
登
場
す
る
よ
う
に
な

っ
て
き
た
。
こ
れ
ら
は

一
体

ど
の
よ
う
な
方
針
、
取
り
組
み
な
の
か
。
文
部
科
学
省
の

「
ス
ー
パ
ー
ク
ロ
ー
バ
ル
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
」

（
Ｓ
Ｇ
Ｈ
）
に

指
定
さ
れ
た
一日
夜
で
探

っ
て
み
た
。
　
　
　
　
舎
中
池
康
司
）

昨
年
十
二
月
二
十

一
日
、
輸

国

　
ソ
ウ
ル
近
郊
の
ホ
テ
ル

で
、
愛
姉
貸

立

胆

上
高

分
ね
古

屋
市
東
区
〉
の

一
、
二
年
生
三

十
人
が
、
現
地
の
蔵
啜
国
際
高

室
一千
人
ど
向
き
合
い
、
主
に

英
語
で
意
見
を
交
わ
し
た
。

テ
ー
マ
は
、

「
歴
史
問
題
で

歩
み
雪

る
たヽ
め
に
必
要
な
こ
と

は
」

「
日
韓
関
係
の
充
実
に
若

い
世
代
は
何
が
で
き
る
か
」
な

ど
全
部
で
十
五
に
上

っ
た
。

「過
去
の
植
民
地
統
治
に
対

し
、
日
本
は
ト
ッ
プ
の
謝
罪
が

必
要
で
は
な
い
か
」

「
村
山
談

話
な
ど
日
本
政
府
は
お
わ
び
を

出
し

て
い
る
」
。

二
時
間
半

で
、
話
題
は
首
相
に
よ
る
崎
国

神
社
参
拝
や
日
韓
で
共
通
す
る

格
差
問
題
に
も
及
ん
だ
。

日
本

へ
の
反
感
が
強
い
の
で

は
と
身
構
え
た
生
徒
も
い
た

が
、
流
ち

ょ
う
な
英
語

に
加

え
、
第
二
外
国
語
の
日
本
語
で

も
一頭
し
掛
け
て
く
る
申
国
の
生

徒
た
ち

と
す
ぐ

に
う
ち
解
け

た
。

「
偏

っ
た
情
報
に
左
右
さ

れ
ず
、
互
い
を
素
直
に
知
る
こ

と
が
大
亭
」
と

一
致
す
る
こ
と

海外交流で相互理解
の
服
都
“諏
教
諭
合
し
は

「
互
い

の
文
化
、
歴
史
の
違
い
や
立
場

を
理
解
し
た
上
で
主
張
し
、
妥

協
点
を
探
る
人
材
こ
そ
グ
ロ
ー

パ
ル
」
と
の
考
え
だ
。
口
韓
の

問
題
じ
難
問
だ
が
、
服
部
教
諭

は

「教
師
に
や
ら
さ
れ
る
の
で

は
な
く
、
自
分
の
力
で
調
べ
、

探
る
よ
う
に
な

っ
た
」
と
手
応

え
を
感
じ
て
い
る
。

岐
阜
県
立
大
塩
北
高

（同
県

大
壇
市
）
は

一
年
生
全
員
の
三

百
二
十
人
が
対
象
。
ア
ジ
ア
に

ス
ー
バ
ー
ク
ロ
ー
バ
ル
ハ
イ
ス
ク
ー
ル

（
Ｓ
Ｇ
Ｈ
）
　
文
科
省

が
２
０
１
４
年
度
に
開
始
し
、
全
国
で
５６
校
を
指
定
。
期
間
は
５

年
で
、
指
定
校
は
１
６
０
０
万
円
を
上
限
に
経
費
を
受
け
ら
れ

る
。
中
部
で
は
旭
丘
高
、
★
倉
五
意
【

名
城
大
付
隠
高
の
ほ
か
に

長
野
県
長
野
高
、
二
重
県
立
四
日
市
高
、
滋
賀
県
立
守
山
中

・

高
、
福
井
日査
Ｌ
高
志
高
、
静
岡
県
立
三
島
北
高
、
金
沢
大
付
属
高

（石
川
県
）
、
冨
山
県
立
高
岡
高
。
１５
年
厚
も
新
た
に
５０
校
程
度

が
指
定
さ
れ
る
予
定
。

ド
ネ
シ
ア
に
行
き
、
現
地
の
伝

統
工
芸
品
が
世
界
へ
販
売
さ
れ

る
現
状
な
ど
を
学
ん
だ
。

も
多
か
っ
た
。

今
年

一
月
、
韓
国
訪
間
を
振

り
返

っ
た
ゼ
ミ
で
は

「歴
史
の

壁
は
あ
る
が
、
者
い
世
代
が
変

流
す

る
の
ほ
難
し
く
な
い
」
と

前
向
き
な
意
見
が
出
た
。
二
年

水
野
挙
御
君
企
じ
は

「
何
が
正

し
い
か
判
断
す
る
た
め
に
、
知

識
を
毒
え
る
大
切
さ
が
分
か

っ

た
」
と
話
す
。

「共
生
と
調
和
の
グ
ロ
ー
パ

ル
時
代
を
目
指
し
て
―
ア
シ
ン

か
ら
世
界

ヘ
ー
」
を
テ
ー
マ
に

し
た
Ｄ
上
高
の
ス
ー
パ
ー
グ
ロ

ー
パ
ル
ハ
イ
ス
ク
ー
ル

（
Ｓ
Ｇ

Ｈ
）
せ
ミ
の

一
環
。
昨
年
五
月

か
ら
週

一
回
、
研
究
者
や
韓
国

か
ら
の
留
学
生
ら
を
招
い
て
韓

国
経
済
や
日
舗
の
歴
史
問
題
を

学
び
、
事
前
に
初
歩
的
な
韓
国

語
の
習
得
、
模
擬
討
論
を
し
て

韓
国
訪
関
に
臨
ん
だ
。
四
泊
五

日
の
日
程
で
ソ
ウ
ル
市
衡
挫
や

大
学
、
大
企
業
も
視
察
し
た
。

「
グ

ロ
ー
パ
ル
」

の
趣
旨

ほ
、
英
語
が
で
き
て
外
国
人
と

流
ち
ょ
う
に
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
す
る
こ
と
と
は
連
う
。
ふ

だ
ん
ほ
日
本
史
を
教
え
る
担
当

進
出
す
る
岐
阜
県
の
企
業
人
の

議
様
を
聴
い
た
り
留
学
生
と
交

流
し
た
り
し

て
、
開
発
や
環

境
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
で
ア
シ

ア
の
課
題
を
探
る
。
大
学
教
員

の
指
導
を
受
け
、
リ
ポ
ー
ト
を

基
請
で
ま
と
め
て
い
る
。
担
当

す
る
桐
山
明
宏
教
諭
合
ｅ
は

「従
来
の
教
科
と
違
っ
て
一
つ

で
ほ
な
い
答
え
を
追
究
す
る
学

習
。
★
登
す、
社
会
人
に
な
っ
て

か
ら
も
生
き
る
」
と
話
す
。

名
城
大
付
属
高

（名
古
屋
市

中
村
区
）
は
昨
年
十
月
に
イ
ン

一歩
球
煙
を
「
ほ
Ｓ
Ｇ
Ｈ
に
つ

い
て

「国
際
的
に
活
躍
で
き
る

グ
ロ
ー
パ
ル
　
リ
ー
ダ
ー
の
育

成
を
図
る
」
と
掲
げ
る
。
Ｓ
Ｇ

Ｈ
各
校
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
や
環
境

な
ど
学
校
ご
と
に
分
野
は
異
な

る
も
の
の
、
海
外
に
出
向
い
て

視
野
を
広
げ
、
課
題
を
調
べ
て

論
文
一生
ど
で
発
表
す
る
の
は
お

お
む
ね
共
通
し
て
い
る
。
従
来

の
教
科
に
お
さ
ま
ら
な
い
総

合
、
探
究
的
な
学
曽
一言
ほ
た
。

な
ぜ
こ
つ
し
た
学
習
が
必
要

観
課
鏑
歎
離
緊

は
、社
会
が
変
化
す
る
中
で
「
学

校
に
求
め
ら
れ
る
役
割
も
変
化

し
て
い
る
」
と
み
る
。

「
グ
ロ

ー
バ
ル

・
リ
ー
ダ
ー
」
に
な
る

よ
）２
な
人
に
限
ら
ず
、
知
識
の

習
得
だ
け
で
は
不
十
分
で
、
知

識
を
活
用
し
創
造
す
る
力
や
、

国
境
を
越
え
て

「
正
解
の
な
い

問
題
」
に
対
応
す
る
力
の
育
成

が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。

そ
の
実
践
と
い
え
る
Ｓ
Ｃ
Ｈ

に

つ
い
て
、
石
井

推
教
授
は

ヨ
畠
宏
教
育
に

〓
一
を
控
じ
る

可
能
性
が
あ
る
」
と
評
而
れ
　
一

方
で
Ｓ
Ｇ
Ｈ
指
定
校
は
い
わ
ゆ

る
エ
リ
ー
ト
校
が
多
い
面
も
あ

り
、　
■

部
の
高
校
、　
一
部
の

生
産
の
み
を
伸
ば
す
の
で
は
な

く
、
高
校
全
体
の
学
び
の
変
革

に
ど
う
つ
な
げ
て
い
く
か
が
課

題
」
と
指
摘
し
た
。

本０
歴
史
問
題
な
と
を
テ
ー
マ
に
意
見
を
一英
わ
す
旭
丘
高
【

面
陽
国
際
高
の
生
徒
ら
＝
鐘
陶
Ｆ

ソ
ウ
ル

近
郊
の
ホ
テ
ル
て

（
旭
丘
高
提
供
）

０
ベ
ト
ナ
ム
、
カ
ン
ポ
ジ
ア
ヘ
の
海
外
フ
ャ
ー
ル
ト
ワ
ー
ク

一Ｌ
］
け
て
言
前
の
打
ち
合
わ
せ
を
す
る
生
徒
た
ち
。
左
は
桐
山
萩
働
―
岐
阜
県
ユ半
△
Ｂ
北
高
で

◆ロポ ットブログラミンク

岐阜県先端科学技術体験セ

ンタ ‐ 「サイエンスワール

ドJ(同 県瑞浪市)は 4月

18、19日、ロボツトプログラミング講座

を開く。Fl進や後退、回転のほか、床面

のラインをセンサーで読み取 つて走行す

るなどのプログラムに挑塩 無料。両 国

代却 圭1920人を対象に実施した 「卒業ソ

ングといえばJの r」R資 で、合唱曲 「旅立

ちの日に」が966票 と断 トツの 1位 に躍

いた。20代でも トップ。30代以上は海援

隊の 「贈る言葉」が 1位 だつた。10代で

は、 EXILE(エ グザイクレ)の 「道」

が 2位 、レミオロメンの 「3月 9日 Jが

3位 に入つた。

蕃
し
キ
ー
迅
Ｊ
し
も

「正
解
な
い
問
題
」対
応
力
育
む

とも年前、年後の 2回 で、各国定員 10

人。対象は 4歳 以上で、小学 4年 以下は

保護者同伴。申し込み津 月21日から受

け付ける。①サイエンスワール ド=電 05

72(66)1151

●定書の卒業ツングほ サ イパーエー

ジエン ト (東京都)が 自曽するインター

ネットサービス 「A皿 oba」 などが10

こ意見、こ感想などは ky。,kuCchun chico打 pヘ

tea154
タイプライターテキスト
2015年３月16日





